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参加したい子ども 

あつまれ～！ 
2019 年 3 月∼4 月(裏面参照)の 
ワークショップに参加する子どもを 
募集しています。 
会場まで送迎、または自力で通える 
子どもであればお申込可能です。 
（送迎が難しい場合はご相談ください） 

 

 

 

 

子どもが“かがやき””をとりもどす居場所づくり 
 
学校でいじめを受けている、勉強についていけない、親は忙しくて、自分の気持ちなんか話せない… 

さまざまな状況の中で、ひとりぼっちで、自信を失い、苦しんでいる子どもがいます。 

地域での子どもの居場所は、そういう子どもたちのためにはなくてはならない最後の砦です。 
 
この取組みは、居場所に集う子どもたちを対象にした、自己表現とコミュニケーション力を育成する 

ためのワークショップ、そしてその指導者となる人材の養成をとおして、子どもたちに自信と誇りを 

とりもどし、困難に負けない力をつちかっていこうとするものです。 
 
「ドラマワーク」とよばれる、一人の人間としてより豊かに深く感じ、考え、行動する力を育み、 

個々の個性豊かな表現の確立と掘り下げをおこなうためのワークショップを実施します。 

2019年３月～４月 計６回のワークショップ実施！ 

どんな人が参加するの？ 

幼児から中学生くらいまで、幅広い年代の子どもたちを対象にしています。表現教育の専門家が 

講師をつとめます。 
 

どんなことをするの？ 

たのしい遊びのなかで、心と体を動かすためのトレーニングをします。

最初から決まっている台本はありません。参加した人みんなから出てき

た意見をもとにシナリオをつくり、一つの劇にまとめていきます。 
 

人前でなにかするのははずかしい… 

ドラマワークでは、どんな意見をいっても大丈夫。笑われたり、否定されたりすることはあり

ません。引っ込み思案でふだんなかなか意見をいえない、そんな子どもにこそ、ぜひ参加して

ほしい取り組みです。 
 

 お金がかかるの？ 

  無料で参加できます。 

 

  

 

手伝ってくれるおとな 

募集中！ 
全体の企画や運営、ワークショップの 
場づくりなど、実行委員として 
お手伝いいただく人を募集しています。 
交通費等の実費をお支払い致します。 
 
子どもとの関わり方を学びたい、 
トレーニングしたいという方を 
お待ちしています！ 

 

 

 

 は、 
自分のなかにある。 

 

2018 年度ドコモ市民活動団体助成事業 

おとな向けワークショップを 
実施します 

と き 3月9日(土)13:30-16:30 
ところ 福岡市城南市民センター 

 託児あり（事前の申し込みが必要です）  
ドラマワークってどんなもの？ 
子どもの立場に立つって？ 

実際に身体を動かしながら学びます。 
関心のある方はどうぞご参加を。 



 

子どもワークショップ活動予定 
2019年 
３月30日(土) 13:00∼17:00 
４月13日(土) 13:00∼17:00 
  14日(日) 13:00∼17:00 
  20日(土) 13:00∼17:00 
  27日(土) 13:00∼17:00 
  28日(日) 13:00∼17:00 

（最終日は発表をします） 

 活動場所 
 

主に早良公民館を予定 
（福岡市早良区早良 2丁目 9−33） 

 
※活動予定・活動場所は都度 

メールにて連絡を行います。 

 

 今から20数年前、福岡でのドラマワークの先駆けとなる「子どもの芸術・創造表現活動育成事業」が 

スタートしました。 

その取組に端を発し、「飯塚子どもの為のドラマスクール」が現在も精力的な活動を続けています。 

ここでは、そこに参加した人たちの意見をご紹介します。 

 

 

最初、「せりふを覚えるのは大変そう∼」と思っていたけど、せりふなんて一つも決まっていなかった。算数なんかは 

答えは一つと分かってるけど、このミュージカルは思ったことを口に出し、それがセリフになる。 

なので、とても自分の意見が出しやすくやりやすかった。「あーあ、もっとこの子どもの時間があればいいのに∼」と思う。 

（「子どもたちの輝く時を求めて」から抜粋・要約） 
 

 

私は、今まで知らなかった自分を知ることができた。自己と対面し、眠っていた感性が生まれた気がする。あれから14 年。

私は思う。ドラマスクールでの発見が、今の自分に繋がっていると。囚われをなくすこと、いろんな角度から物事を見る 

こと、そして心で感じること。社会人になり、結婚し、母になり、複雑になっていく人間関係や、人生の色々な選択に 

直面していく中で、原点に戻ると、いつでも新たな一歩が踏み出せる気がする。（「ドラマという名の冒険」から抜粋） 

 

  

ドラマスクールの子どもたちの写真をみるたびに、彼らの表情がなんとキラキラしていることかと思う。彼らにこんな顔を

させてしまうドラマスクールという場所はなんとすごい場所なのだろうか。 

仕事柄行く小中学校では、表情筋が全く動かない能面のような顔をした子どもたちによく会う。しかし、活動をともにし、

話をしてみると、彼らも決して心の筋肉まで衰えているわけではないことが分かる。 

ドラマスクールの子どもだけが特別なのではなく、ドラマスクールが子どもの中の「ほんとうの顔」を引き出しているのだ。

（記念写真集「子どものじかん」から抜粋・要約） 

 

今回の取組は、飯塚ドラマスクールで実際に教えている講師の方をお招きしておこないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お申込・お問合せフォーム  

氏  名：                        年齢：              

複数の場合はこちらへ                                      

住  所：                                         

電話番号：              メールアドレス：                   

参加希望に〇をしてください：  3/9おとなワークショップ   子どもワークショップ      

その他（参加動機・質問など）※託児をお申込の場合はお子様のお名前と年齢をお教えください。                               

                                                                                           

参加した子どもの声 

大きくなった子どもの声 

関わった大人の声 

子どもNPOセンター福岡 事務局 
TEL/FAX: 092-716-5095    MAIL: info@npoccf.jp 
 


